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Ⅰ  目　的
1990年 6 月の出入国管理及び難民認定法の改正施行

以降，日本国内にニューカマー（新来外国人）と呼ばれ

る外国籍住民の流入が拡大し，外国人滞在者の多様化が

進むとともに定住化傾向が強まっている。「ニューカマ

ー」という言葉に明確な定義はないが，一般的には，

1970年代以降，日本に居住することになった人々に対

する呼称であり，旧植民地出身者である在日韓国・朝鮮

人や在日中国人を指す「オールドカマー」（旧来外国人）

と区別して使用される (1)。彼らに随伴して来日する子ど

もたちも増加し，受け入れ側の日本の公教育機関も変化

せざるを得ない状況が指摘されている (2)(3)。こういった

子どもたちは言語や教育上の問題を多く抱えざるをえな

いが (4)(5)，昨今では心理的な問題も報告されている (6)(7)。

例えば，滞在期間や進路等の将来展望が不透明であるこ

とによる不安定な精神状態，日本語が話せるようになっ

た子どもと話せない親との間で，役割の逆転，親の権威

の喪失等が起こることによる家族関係の悪化，日本語コ

ミュニケーション不全による学校でのいじめや孤独感の

増長，学習困難による自尊感情の低下等が挙げられ，

心の支援の必要性も指摘されている (8)(9)。こういった，

ニューカマーをはじめとする在日外国人の子どもの支援

では，日本語教育等の分野において，地域支援者ネット

ワーキングの有効性が指摘されている (10)(11)。しかしなが

ら，その中に，心の支援への言及は散見される程度であ

る。

心理査定の一種である描画テストは，実施が簡便で，

広い年齢層に適応できること，また言語では表現できな

い，またはしたくない心の世界が投影されやすいことか

ら，子どもや言語コミュニケーションが難しい被検者の

心理査定として適しているとされる。先述の子どもたちの

場合，日本語によるコミュニケーションが困難であること

が多い。描画テストの中でも，統合型HTP法（S-HTP 法：

Synthetic-House-Tree-Person drawing）は，家族関係や生活

環境に関する課題が表れやすいとされている (12)。箕口

ら (13)は，中国帰国者の子どもたちの適応過程をS-HTP 

法を導入して縦断的に調査し，描画的表現技法が，移住

動機の希薄な児童期の子どもたちが，異なる文化圏の移
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住にともなって自己の同一性をどのように形成し達成し

ていくのかを把握するうえで，きわめて有用な方法で，

ホスト側に，援助的かかわりに重要な示唆を提供してく

れると述べている。また，田中ら (14)は，南米出身者を中

心とする在日外国人児童と南米在住の児童にS-HTP 法

を施行し，在日外国人児童の描画特徴として，地面を描

くことが少なく，宙に浮く人物を多く描くこと，攻撃性

の高い絵を有意に多く描くこと等をあげ，家族の支援の

必要性を指摘している。

小論では，臨床心理的地域援助の視点から，筆者らが

異なる文化的背景を持つ子どもの支援団体と共に，昨今

増加しているニューカマーの子どもの心の問題とその背

景への理解を深め，有効な支援方策を探るために実施し

た，S-HTP法を導入したコミュニティ心理学的アプロー

チについて検証する。

Ⅱ　フィールドの概要
X県Y市は古くから外国人在住者が全国的にも多い地

域で，昨今Z町では，日系南米人を主とする外国人労

働者が増加傾向にある。地域支援団体Pは，多様な社

会や文化的背景を持った子どもへの支援を目的に2002年

に開設された。支援活動は，公的施設を支援教室に利用

し，日本人ボランティアが日本語および学習教科を，週 

2 回，1 回 2 時間，1 対 1 の担当性で支援している。1 回

の支援ごとに，子ども一人ひとりの支援内容をホームペ

ージ上の掲示板に更新し，曜日ごとに月 1 回の打ち合わ

せを行うなど，支援者間で子どもたちに関する情報共有

を積極的に行っている。また，半年に一度保護者会を開

き，子どもたちの家庭・学校等での様子の情報交換に努

めながら，保護者と養育に関する話し合いも実施してい

る。調査時， Pには子ども（幼稚園児から中学生年齢）

が15名在籍し，日本人ボランティア25名と有償のコーデ

ィネーター  2  名が支援にあたっていた。子どもたちは日

系南米人の他に，留学生の子弟，中国系コミュニティの

子ども，海外赴任中のビジネスマンの子弟等，来日経緯

や文化的背景は多様である。ボランティアの内訳は，大

学生・大学院生，日本語教師など教師経験者，及び，

近隣住人で，外国語が話せる者も多い。団体の運営費用

は，会費，助成金，寄付金，受益者負担金で賄われている。

筆者の一人は，Pの子どもたちが，日本への適応過程

で心の問題を抱えていないか，また，地域支援者らが彼

らにどのように関わり，支援を実施しているのかを探る

ため，X－ 1 年 8 月から約 8 ヶ月間，月に 2 ～ 3 回，定

期的に支援教室を訪問し，参与観察と支援者への聞き取

り調査を実施していた。その間，文化的背景に違いはあ

るものの，多くの子どもたちが日本語による自己表現や

コミュニケーションに不自由を感じていること，学校で

不適応状態にある子どもが多いこと，更に，家庭環境が

複雑で，経済的に恵まれていない子どもが多いこと等が

明らかになった。同時に，Pの支援者からは，学習支援

の他に心の支援の必要性を指摘する声も聞かれた。この

ような経緯を経て，コーディネーターから筆者らに，心

理的な支援者として団体へ関わって欲しい，との依頼が

あった。

Ⅲ　方法と対象
X年 4 月～ X＋ 1 年 3 月の間に，Pの支援者らが「気

になる子」とする10名の子どもそれぞれ対し，S-HTP法

を通常の支援活動中に  3 ～ 4 回ずつ，1 学期間に 1 回の

割合を目安に実施した。これは，子どもたちの学習時間

を妨げないため，また，担当ボランティア（以下，担当者）

が子どもに精神的に不安定な様子を感じ，施行を依頼す

る時期が，各学期の開始頃であることが多かったためで

ある。筆者らの定期訪問は継続され，支援活動を補助す

ることもあった。そのため筆者らは，心理的支援者且つ 

Pの積極的参与者 (15)と関係者に捉えられていたと考えら

れる。Pの支援者に，描画テストの趣旨，臨床心理学的

意義，S-HTP法の実施法を理解してもらうため説明の機

会を得た後，実施の同意を得た。同時に，保護者と子ど

もたちに描画テストの実施と目的を告知するため，関係

者らの協力を得て各国語で案内を作成，配布した。実施

の際は改めて対象の子どもの保護者に了解をとった。

施行は支援教室内で筆者と子どもの 1 対 1 を基本にした

が，担当者とのラポールが強い子どもには，担当者に横

についてもらい，筆者が教示後，机間巡視して様子を見

守った。その際，担当者に子どもの描画時の様子やPDI

（Post Drawing Interview）を記録してもらった。教示は

三上 (16)に習い，「家と木と人を入れて，何でも好きな絵

を描いて下さい」とした。実施後，筆者の 1 人が絵を持

ち帰り，もう一方の筆者と共に解釈を熟考し，解釈がま

とまり次第，担当者とコーディネーターに個別にフィー

ドバックを実施した。その際，筆者らは一方的に解釈を

伝えるのではなく，担当者らから，描画の印象，子ども

の近況，家庭状況，気になる出来事等を話してもらい，

相互に子どもの絵を味わい，彼らの心情の理解に努めた。

その後支援方針を話し合い，必要であれば保護者に気に

なる点を報告し，子どもの心の問題の共通理解を図っ

た。また，筆者らの支援の評価を知るため，質問紙調査

を併せて実施した。実施時期はX＋ 1 年 5 月末，対象は

査定対象となった子どもの担当者とコーディネーターと

し（N=12），描画テストの方法や回数，フィードバック

についての選択式および記述式の質問への回答を求め

た。

小論では，Pのニューカマー児童のうち継続調査が可

能であった 2 名の描画作品と支援過程を取り上げる。
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Ⅳ　事   例
事例中の凡例は，「 」は児童，＜＞は筆者，『 』，（ ）

はその他，エピソードは参与観察やフィードバック時に

得た情報とする。なお，作品中のプライバシーに関わる

表現は削除している。

1．児童 A
小学 6 年生女児。出身は南米。母語はスペイン語。両

親の離婚後，母親が日本在住の親戚を頼って来日。その

間，A は母国で祖母と暮らしていたが，母親に呼び寄せ

られ，X－ 3 年に来日，公立小学校に 3 年生途中から編

入。母親はY市内で，外国人労働者が多く働く製造業の

工場に勤務。同胞はなく，母子二人暮らしで関係は良好。

臨床像は，色黒で細身，長い手足，目鼻立ちがはっきり

しており，同年代の日本人と異なる印象を受ける。第二

次性徴が始まり，身体は丸みを帯びつつあった。描画テ

スト第 1 回目の約 1 週間前に初潮を迎えた。おしゃれや

男の子の話題に関心が高く，ヒールの靴や身体のライン

がはっきりでる女性らしい服装を好んだ。ダンスが得

意で，将来の夢は歌手か助産師。女性担当者とは大変仲

が良く，支援中はおしゃべりを楽しむ。性格は几帳面で

マイペース。来日直後は，学校で母語による学習支援が 

1 年間あったが，その後の支援はない。描画テスト施行

時は，日本語の日常会話に困難はなく，学校適応も順調

で，友人も多かった。しかしながら，学習面では国語も

算数も小学校 3 ，4 年生程度で，年齢相応の学力には至

っていなかった。母親との会話は母語だが，母語での学

習は困難で，別の曜日にP主催の母語教室に通っていた。

担当者から，「母親の生活への不安がAにうつってい

る」という訴えがあり，目に見える不適応状態はなかっ

たが，描画テストを実施することとなった。施行の際

は，Aは担当者とのラポールが強いため，筆者の教示後，

担当者が隣に着席して描画を見守り，筆者は机間巡視し

て様子を観察した。なお，日本語による教示の理解に問

題はなかった。

【1回目：X年5月中旬】
なかなか描き始められず，「どうして絵を描くの？」

と何度か質問した。＜Aのことをもっとよく知りたいか

ら＞と答えると，照れた笑みを浮かべた。また，「家は

なくてもいい？」と聞いたが，描き始めると，鼻歌を歌

い楽しそうな様子を見せた。所要時間は約100分。

 1 )  描かれた絵の風景や課題の説明（児童A作品①）

場所の説明はなく，「良い天気，虹が出ている。友達

が走ってきている」。並木道の奥の友だち 2 人を，頭に

ヘアバンドをつけ，後ろ向きで手を振り，迎えるA 。家

の窓からAを見ている「ママ」。「めっちゃ大きい木が遠

くにある（道の奥。ドアがあり，友だちの家になってい

る）」。並木道の手前の二本の木にハンモック。祖母宅近

辺で使ったことがあると話した。家は「ママと 2 人で住

んでいる。日曜日だからママが家にいる」。

 2 )  印象

太陽が輝き，空には虹が架けられ，全体の印象は明る

いが，家は画用紙の右奥にポツンと描かれ，構図的に左

右の繋がりが悪い。窓の格子から覗く母親は，多忙で， 

Aと過ごす時間が少ないことを推測させる。木の洞のよ

うな表現は外傷体験 (17)を推測させ，身体を包む母性的

なアイテムのハンモックと併せ，母親への愛情希求と退

行が感じられる。また，ハンモックに包まれた身体は外

からは見えにくいことから，Aの恥ずかしがり屋な面，

もしくは，思春期の照れといった心性も感じられる。

 3 )  フィードバックと地域支援者との協働

筆者らは担当者らに，Aの母親への愛情希求，思春期

の心性，良好な友人関係，後ろ姿のA等についての解釈

を伝える。担当者らはこれを受け，この頃のAの家庭の

事情や母子関係について語った。Aは恥ずかしがり屋で

人見知りする一方，支援中は担当者に甘える様子を見せ

ること，母親とは深い絆が感じられるが，母親の家庭の

経済的な苦しさによる不安をAが強く感じていること等

が聞かれた。学校での友人関係は良好で，親友や恋愛の

話をよくする等の情報を得た。担当者らからはフィード

バックに関して，「普段気がついていない側面を指摘さ

れた」と，特に母親との関係についての感想が述べられ

た。以上から今後の支援方針を母親に関するAの語りを

傾聴し，家庭状況に配慮した声かけを実施すること，支

援中の甘えを共感的に受容し，学習を強制せず，支援時

の心境に沿った学習支援を実施すること，とした。

エピソード1：夏休み中，P主催のキャンプに参加した

Aは，参加者の日本人児童数名から，『日本人だと思っ

た』と言われ，「めっちゃ嬉しい」と喜んだ。

エピソード2： 9 月末頃，近隣に引っ越したが，Aは担

図１　児童A作品①



― 18 ―

当者らに話していなかった。また，10月中旬の修学旅

行が近づくと旅行準備を楽しんでいた。

【2回目：X年10月初旬】
 1 ) 描かれた絵の風景や課題の説明（児童A作品②群）

　3 作品描いた。所要時間は 3 枚で55分。

作品②－ 1 ：顔しか描きたくないと言い，鏡で自分の

顔や髪を観察しながら描く。Aが髪に手をやり，シャワ

ーを浴びているが，身体は棒状。うまく描けず，画用紙

を裏返して，描き直した。

作品②－ 2：引き続き鏡を見ながら丁寧に描く。しか

し，「○○先生（担当者）になった」と，上着に担当者

の名字を描いた。担当者が家と木がないことを指摘する

と不機嫌そうに簡単に描いた。担当者が 5 歳の頃。

作品②－ 3：画用紙をもう 1 枚要求し，担当者にポー

ズを取らせて人を描く。森の中，季節は秋。誰かが女性

を写真撮影中で，女性はVサインで応じている。家は道

の奥，「（画用紙の）7 ～ 8 cm向こう」。人は担当者で，

担当者の実年齢とは異なるが，「25才」と記す。

 2 ) 印    象

作品②－ 1 は，描画中，自分の裸身を描かねばならな

いことに気づき，途中で筆を止めてしまったよう。人の

表情は幼い。作品②－ 2 では，服に担当者の名前を描き，

顔と身体が別々の人物になった。風船だけが「 5 才」相応

で，ピアス，長い爪，流行の洋服，ヒールの靴等からは，

成人女性への憧れと，成長過程の受容の困難が滲み出て

いる。作品②－ 3 では「25才」の担当者が描かれた。

体型のバランスは整い，女性的な身体特徴が表現された

が，全体像を画用紙に納め切れない。洞のある正面の左

右 2 本の木は，作品①同様，母性希求を想像させる。遠

くまで続きそうな並木道は，幹だけが太く高く描かれ，

Aの潜在的な心の豊かさがうかがえる一方，その奥深さ

や闇が感じられる。日本に移植され，まだ根を張ること

のできない感覚をA自身が抱えているようでもある。写

真撮影という説明は，近づく修学旅行を想像させるが，

同時に，母国の風景への懐古も感じさせる。ファインダ

ーを通した家のない風景は，家族との団らんが，旅行と

同様，この頃のAには非日常であることを想像させる。

 3 )  フィードバックと地域支援者との協働

筆者らは，絵が 3 枚描かれたこと，担当者が描かれた

こと等について担当者らに感想を聞き，話し合いの時間

を多く持った。担当者らからは，Aの第二次性徴による

急激な身体の変化を気に掛けていたこと，また，Aがこ

の頃から，好んで女性らしい服装をすることから，奇抜

な服装への注意を促していたこと等が話された。そのた

め，身体変化の受容がスムーズではないのかもしれない

という筆者らの印象は，担当者らに大きな関心を持って

受け入れられた。担当者が女性性のモデルの役割を果た

しているのではないかという解釈には，Aが担当者をよ

く観察していることへの驚きと，Aからの信頼を強く感

じていたこと等が話された。今後の支援方針では，改め

て Aの思春期心性への配慮があげられた。また，担当者 

からは，母親とは違う，「日本で生活する，身近な大人

の女性」としての支援姿勢のあり方を考え，これまで以

図２　児童A作品②-1

図３　児童A作品②-2

図４　児童A作品②-3
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上に責任感をもって支援に関わりたいといった感想が述

べられた。

エピソード3： X年12月中旬，母親が怪我で 2 ヶ月程働

けなくなった。その頃Aは，大好きなチョコレートが家

にないと言い，クリスマス会も楽しめないでいた。

エピソード4： X＋ 1 年 1 月中旬，突然Aが外国人生徒

を別枠で受け入れている中学校を受験すると言い出し

た。結果は不合格だったが，元気そうな様子を見せてい

た。筆者が 2 月中旬に中学への進学について尋ねると，

「めっちゃ楽しみ！」と元気よく答えた。

【3回目：X＋1年3月初旬】
 1 )  描かれた絵の風景と課題の説明（児童A作品③）

題目は『中 3 のとき』。春の良い天気。森の中の「ラ

ブラブでハートだらけな家」の庭にハート型のりんごの

実のなる木。篭の中に実。屋根の上の中学 3 年のAと，

「優しく，楽しく，おもしろい誰か」が一緒にりんごを

食べ， 2 人でこの家に住む。左側のドアは入口，右側は

出口。左下はAの署名。所要時間は約20 分。

 2 )  印　象

明るく，気分の高揚感が感じられる。男女のペアはA

と将来のボーイフレンドを想像させる。木は実をたわわ

に実らせ，恋愛に対する前向きで豊かな想像力，恋に恋

する思春期の心情がうかがえるが，影が暗さを醸し出す。

家は大きく，一見かわいらしく描かれたが，基線のない

地面から細い柱や，二つのドアに備え付けられた高さと

段数がちぐはぐな階段からは不安定感を否めない。これ

ら非現実な課題の描写は，Aが想像の中に逃げ込んでい

るように感じられ，中学生活を夢みながらも，進学不安

を覆い隠しているようでもある。

 3 )  フィードバックと地域支援者との協働

母親が怪我で仕事に行けなくなった頃，担当者とコー

ディネーターが母親への電話連絡や家庭訪問を積極的に

行い，家庭状況の把握に努めた。また，筆者らは，母親

の体調への不安や，そこから派生される進学不安を傾聴

し，学習の強要は避けることを提案した。受験への支援

では，通常支援日以外にも支援を実施し，受験後は本人

からの結果報告を待った後，進路の話し合いを持つこと

を提案，実施した。描画の印象では，担当者らからは恋

愛への憧れが語られるが，筆者らは進学不安と家庭への

思いについても付け加えた。それを受けて担当者らから

は，Aが中学校生活へ期待を抱きつつも，度々制服や希

望する運動部の費用等の家庭の経済事情を心配し，進学

後の学習不安も口にすることが多くなり，学校の宿題以

外に中学生用の教材を持参していることが語られた。そ

のため，筆者らと担当者で改めて家庭の事情，学力等の

課題を確認し，方針を話しあった。結果，学力への不安

が拭えないことから，春休み中にも学習支援を実施し，

Aの様子を観察しながら，進学への不安の傾聴や相談へ

の対応を実施した。

【児童Aへの支援過程と心の風景】
支援開始時，児童Aには顕在化した不適応症状はみら

れなかった。そのため筆者らは，担当者らが訴えたよう

な，家庭の経済状況を要因とする不安，母子関係等の

「気がかりな点」に注意を払い，必要な支援を見極める

ことを心がけた。参与観察や描画作品から，筆者らも担

当者らと同様の印象を受けるようになった。来日後，言

葉や慣習の違いから自分の異文化性を意識せざるを得な

い状況に加え，不在の多い母親との裕福とはいえない生

活は，10歳に満たなかったAには苦境であったと考えら

れた。そういった環境での不安や母子関係は初回の描画

に表現された。日本での生活に慣れてからも，学校生活

では学習面での課題も多く，また，母親からは帰国予定

等の明確な将来の提示はなく，母語教室にも通うAにと

って，日本での生活がどのように意味づけされているの

かが懸念された。また，調査開始直前に初潮が始まるな

ど，思春期という発達課題，中学校進学に伴う学力の問

題，文化的アイデンティティ等，多くの課題を抱えてい

ることが描画から見て取れ，心の支援の必要性が感じら

れた。

作品①は，家庭への愛情希求がテーマであると感じら

れたが，その一方で，母親との良好で安定した関係をA

が内在化できているからこそ，こういった表現が可能で

あるとも考えられる。左側はAの心の豊かさを感じさせ

るが，現実を表す右側は空白が多く，希望を表す虹は生

活面の空虚さを一層感じさせる。作品②群は，思春期の

自分との対峙がテーマであろう。容姿へのこだわりが強

くなったと同時に，第二次性徴による身体の変化を受

容仕切れず，その戸惑いが 3 枚の絵を描くことでさらに

強く表現された。担当者が描かれたのは，女性性のモデ

ルとしてその存在が強く意識され，自分では扱いきれな

図５　児童A作品③
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い身体の成熟も，彼女を描くことで腑に落ち，表現を収

めることができたとも考えられた。また，人物は数年後

のA の姿とも考えられたが，家を描かなかったことと併

せ，明確な自身の将来像を描くことの難しさを感じさせ

る。一方，作品①で後ろ向きだった人物が前向きになっ

たことからは，Aの自我の成長を感じる。作品③も思春

期の課題の一つ，異性への関心がテーマであると考えら

れる。屋根の上に人が座っている風景は温かい家庭への

切望を変わらず感じさせるが，男女を描くことで，家庭

愛への飢えを恋愛という別の愛情対象で補完しようとし

ているとも捉えられる。同時に，屋上の人や梯子からは

現状から這い上がろうとする気持ちが感じられる。これ

は，受身的な生き方では欲する物が得られないというA

が日本で実感してきた感覚が，希望を掴みとろうという

強い意志として表現されたとも考えられる。我慢を強い

られる苦しい生活の中，健気に生きるAの姿は左端の小

さく孤独に咲く鉢植えの花のようでもある。しかしなが

ら，植木鉢の中では地面に根付くことはできず，未だ日

本で異文化性を感じ続けていると想像される。

当初Aは描画に戸惑いを見せていたが，一連の作品群

を振り返ると，Aの内面が自由に表現されていることが

感じられる。作品そのものが与える印象，筆者らの解

釈，参与観察の印象を含めた臨床心理学的な見立ては，

担当者らに日頃から感じていたAのパーソナリティ，母

親との関係，家庭環境等に加え，通常の支援活動では気

づきにくい思春期の心性，Aと担当者自身との関係性，

Aの内面の奥深さ等への新たな気づきを与えたと考えら

れた。その結果，描画法の導入がより深いAの内面理解

と支援活動に役立ったと考えられた。

２．児童B
小学 3 年生男児。南米系の血筋だが，母親はBを米国

で出産。そのため，自分のことを「アメリカ人」と自慢

げに言うことがある。母語はスペイン語。X－ 7 年頃，

家族で来日。家族は両親，長姉，兄，次姉，B。両親と

兄（高校中退）は工場労働者で，2 人の姉は結婚し，近

隣に在住。日本に親戚が多い。兄と次姉は中学卒業まで 

Pに通っていた。公立小学校に入学後，1 年生途中から 

2年生の終わり頃まで，次姉の出産に付き添い一家で米

国に引っ越した。その間Bは学校教育を受けていない。

両親は子どもたちの教育に熱心とは言えず，義務教育で

無償の間は行っておけば良い，という考えで，Pへの受

益者負担金も数年間滞納している。臨床像は，小柄で浅

黒い肌，大きく丸い目，笑顔が愛らしく，元気。スポー

ツタイプの自転車を飛ばして支援教室にやって来て，新

しい玩具を持参しては他の子どもたちに見せびらかす。

学習中は集中力が続かず立ち歩きが多い。学校ではすぐ

に切れ，喧嘩をして手を挙げるため友人が少ないが，支

援教室では周りの子への優しさや気遣いが見られる。将

来の夢は警察官。日本語の日常会話は問題ないが，読み

書きは小学 1 年生の漢字が読める程度で，学年相応の学

力には達していない。学校からの配布物や担任が書き込

む連絡帳の理解が両親とも困難で，支援教室に持参し，

ボランティアの協力でなんとか学校生活を切り抜けてい

る。別の曜日にはP主催の母語教室にも通っている。

担当者から，教室でのいたずらが増え，注意を受ける

と汚い言葉で言い返す等，粗暴な行動が目に余るため，

描画テストを依頼された。S-HTP法の施行は，担当者よ

りも筆者との方がゆったりと落ち着いて取り組める様子

であったため，全回とも筆者が施行した。なお，日本語

による教示の理解に問題はなかった。

【1回目：X年5月中旬】
何を描いたらよいのか何度も確認し，筆者以外に絵を

見られるのを嫌がった。また，きちんと描きたいという

気持ちからか，各課題をノートに下書きした。

 1 )  描かれた絵の風景と課題の説明（児童B作品①）

Bの家の周辺。左上はよく従兄弟と遊ぶ公園の砂場と

滑り台，右上の駐車場には車が数台。マンションの 5 階

がBの自宅。木は説明なし。左端に車。人は左から，「近

所を歩いている人」，「マンションに住んでいるおばあさ

ん」，「同じ階のおじさん」。所要時間約40分。

 2 )  印　象

画用紙の中央には空白が目立ち，空虚な印象。普段の，

いたずら好きで暴れん坊，というBの姿は影を潜めてい

る。近景は大きさが考慮され，写実的に描こうとしてい

ることがうかがえるが，上部にポツリと描かれた公園や

駐車場の位置が平面的で，不思議な印象を受けるが，

これは発達段階の特徴とも考えられる (18)。これらが描

かれたことから，友人が少なく，同郷の従兄弟と遊ぶ公

園や駐車場は，その寂しさを紛らわす場であること，ま

た，これらが教示の課題から離れて描かれたのは，その

思いが不在の多い家族への思いと重なり，自らの中で統

合しにくかったとも考えられた。歪んだマンションの概

観は，Bの家庭の心象とも捉えられ，固さや冷たさを感

じさせる。木々の幹は細く，地面には根付いておらず，奇妙

な樹冠からは安定感や健常で豊かなエネルギーを感じにくい。

 3 )  フィードバックと地域支援者との協働

Bが家庭生活に寂しさを感じていること，友人関係の

不毛さが想像されること等を伝える。担当者らからは，

家族関係では，父親と兄が夜間の仕事に従事しておりB

との関わりが少ないことと，母親と長姉が共に妊娠中で

秋に出産予定であること，学校の問題では，喧嘩等のト

ラブルが絶えないことが報告される。また，家族が増え

れば，両親からBへの配慮がこれまで以上に欠如するこ

とも話題となった。さらに学習面では，今後，能力的に
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大きな壁にぶち当たることが予想されること等が話し合

われた。以上から，支援方針では，学習支援に加え，B

の学校や家庭に関する語りを傾聴し，支援教室がBにと

って落ち着ける空間となるような雰囲気作りや配慮を実

施することとした。

エピソード1：X 年 6 月中旬から母親，2 ヵ月後に長姉

が，共に出産のため渡米し，長期不在が続いた。父親も

X年10月下旬から渡米予定であった。

【2回目：X年10月下旬】
 1 )   描かれた絵の風景と課題の説明（児童B作品②）

「下書きしてから」と，持参した小型ゲーム機で構図

を考えた。Bの家の周辺。上段には高層の建物が並び，

左から 3 軒目が自宅マンション。左の 2 つの建物の間に

花壇，右端に自転車置き場と自転車。中央を横切る広い

道路の上部に街路樹。道路とマンション前の歩道を往来

できるよう，道路の描線を 3 ヶ所消しゴムで消した。人

は 2 人，左は「掃除をしている人」，右は「知らん」。下

段右端の建物は老人ホーム『△』，その左側の横線入り

の建物はマンションで，「高校生や大学生が住んで，△

の人を守ってる」。左端は保育園。園児 2 人と運動場の

砂場。施行中，筆者と話したがる，「俺が描いている間，

先生やっといて」とゲーム機をやり取りする，立ち歩く

等，集中力が続かず，相当の促しが必要であった。所要

時間約 1 時間。

 2 )   印　象

無機質で淋しさが漂う。高層建物群の一角に描いた自

宅と家族以外の人物が描かれたことは，家族の不在がB

に家庭の温かみの感覚を薄れさせ，家族を描くことの困

難さとリアルな表現への防衛を招いたと考えられた。街

路樹の木々は貧祖で吹けば飛ぶよう。道路に作った隙間

と自転車は，時間も場所も制限されず，自由にこの風景

上を往来できるBの身軽さと同時に，寂しさをも感じさ

せる。そのためか，老人施設や保育園を描き，人恋しさ

を感じさせた。PDIからは，老人・幼児といった社会的

弱者に対する優しさがうかがえた。

 3 )  フィードバックと地域支援者との協働

荒涼とした風景に，第 1 回目よりさらにBの孤独が感

じられることを伝える。担当者からは，家事を担う母親

と長姉の渡米後，Bが父親から与えられる小遣いで玩具

や好きな食料を買う生活を続けていること，夏休み頃か

ら，深夜までゲーム等をして過ごす，夜遅く兄らと出か

ける等で生活が乱れ，学校の欠席が増え，Pも休みがち

であること等が報告される。また，支援教室では，他の

子をからかう，立ち歩きが多い，口の利き方が乱暴等の

指摘があった。支援方針では，日本に残っている家族と

の連絡を緊密にし，学校や支援教室での様子を伝え，B

にとって学習や基本的な生活習慣が重要であり，そのた

めの配慮をできるだけして欲しいとの要望を伝えること

とした。また，母親が帰国するまで，P全体でBの現状

を理解，受容するよう努めること，支援教室内での乱暴

な言動には，教室の枠組みを崩すことなく，他の子ども

たちに迷惑が及ばない範囲で保護的に関わり，温かく見

守ることとした。

エピソード2：担当者が生活を心配し，食事を作って持

たせるようになった。Bは渡されるままに持ち帰ってい

たが，郷土料理を渡された際，初めて礼を言った。

エピソード3：父親が母親と赤ん坊を迎えに渡米し，約

1.5ヶ月間の滞在後，X年12月中旬，両親と赤ん坊が帰国。

規則的な生活に戻ったと考えられた。

【第3回目：X＋1年1月下旬】
 1 )   描かれた絵の風景や課題の説明（児童B作品③群）

 3 作品が描かれ，所要時間は約50分。

作品③－ 1：家を描くのに定規を使いたいと言い，了

解した。描き始めると，家が大きくなりすぎ，他の課題

図６　児童B作品① 図７　児童B作品②
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が描けなくなったため，画用紙をもう 1 枚要求した。

作品③－ 2 ：最初に家を描く。将来Bと家族が住む米

国の家。表札には名字を書く（削除）。壁にレンガを描

いていたが，時間がかかると言って消した。家が大きか

ったのか，「あ，木が描かれへん」と言い，作品③－ 1 

の画用紙の裏面に木を下書きし（図 9 ），表面に戻った。

作品③－ 3：力を込めて描いたため，腕が痛いと笑っ

た。「普通の木，葉っぱのある木」。枝は最後に描き足し，「迷

路みたいになった」。人は男性で，コンパスで顔を丸く

描こうとしたがうまく描けず，手で描いた。

 2 )   印　象

各課題が大きく描かれ，ようやく身近に感じられる。

中央の家の窓の多さは，対人交流に開かれ，一人遊びの

孤独から抜け出たこと，煙突は家庭の温かさを感じさせ

る。表札は Bの具体的な夢を垣間見せる。木の幹は太く

根付いているが形態は歪んでいる。樹冠の葉と輪郭をび

っしり描いたが，筆圧が不規則で，エネルギーをうまく

放出できない苛立ちを感じさせる。枝の先端は太く角ば

り，柔軟さや繊細さが感じられない。人は手足の長さと

胴体から，自己主張の強さと心の不安定さの両価性を感

じさせる。また，宙に浮いているようにも見え，地に足

がついていない，といった文字通りの意味を彷彿とさせ

る。

 3 )  フィードバックと地域支援者との協働

筆者らは，家族全員での生活が再開された喜びが感じ

られる一方，対人交流は未だ不器用で，学校等の生活場

面で苛立ちや困難を抱えがちであることが想像されると

伝える。担当者からは，年明けから乱暴な言動が減り，

落ち着いて過ごせるようになったこと，赤ん坊の面倒を

よく見ていること等が報告された。しかし，母親が育児

を手伝わせていることが懸念された。支援方針では，進

級に備え，学習支援を強化すること，特に日本語学習を

重視することとする。また，Bが健全な学校生活を送れ

るよう，家族と密に連携し，Bに家事の負担をかけない

よう依頼することとした。

エピソード4：母親が仕事を再開するため，赤ん坊を保

育所に預けることになったが，その手続きの際，Bが通

訳として付き添い，学校を欠席することがあった。

【児童Bへの支援過程と心の風景】
家族のすれ違いの多い生活，国をまたぐ移住の多さ，

両親の子どもたちの生活や教育への関心の低さは，B の

落ち着きのなさや粗暴な行動の負の要因と考えられた。

また，兄も義務教育終了後，父親らと同じ工場労働者の

道を歩んでおり，身近な男性モデルである父と兄の姿か

らは，明確な将来像を持ちにくいことが考えられた。ま

た，日本語によるコミュニケーションへの苦手意識が強

く，言葉で表現できない苛立ちが重なり，感情が高ぶる

と，短絡的で粗暴な行動をとる傾向が強いことが考えら

れた。その結果，自由な自己表現への尻込みや，間違い

や評価を気にする萎縮と慎重さを招き，毎回課題を下書

きする様子が，それを如実に表していると考えられた。

また，Bの日本語能力では，今後，相当の困難が待ち受

図8　児童B作品③－1

図９　児童B作品③－2

図10　児童B作品③－3
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けていることが想像された。

作品①は日常生活の空虚感と捉えられた。絵全体は無

機質でぎこちなさをも感じさせる。自宅マンションの建

物からは家庭の温かさや安心感が伝わってこない。その

ため，付加物として描かれた公園の砂場やすべり台は同

郷の親類とコミュニケーションの取れる場所であり，友

人の少ないBにとって，人と関わることのできる貴重な

場所であるのかもしれない。支援教室で見せる粗暴な行

動は，構って欲しいという無意識の愛情希求と考えられ

た。そのため，大人たちからの注意に対する悪態や聞き

分けの悪さは，素直に甘えることができないBの照れ，

子どもっぽい心情の屈折した表現であるとも考えられ

た。作品②は家族の不在による一層の寂しさの表れと考

えられた。母親の長期不在による生活の乱れはBの心の

乱れそのものであるように感じられ，縛りのない自由な

生活を送りながら，次々と購入する新しい玩具は，一時

的な欲望を満たすだけですぐに空虚感に襲われ，教室で

の乱暴な行為や落ち着きのなさに繋がっていったと考え

られた。作品③はそれまでの作品とは一変し，家族への

愛着が感じられた。レンガを描こうとした家は温かさの

表現と捉えられ，Bと思われる人物が家のすぐ隣に描か

れたことから，Bが心の拠り所である家族を取り戻し，

家族全員で生活することへの嬉しさ，充実を感じている

ことを想像させた。しかしながら，赤ん坊の誕生により，

両親からの教育及び心理面への配慮が今後も期待できな

いことも危惧された。さらに，木の形態は，Bが支援教

室で時折見せる対人コミュニケーションへの困難が感じ

られ，学校適応等に必要な対人関係スキルへの支援の必

要性を感じさせた。

描画作品には，回を重ねる毎にBの内面がより深く表

現され，見守り手である筆者との関係も深まっていくよ

うに感じられた。フィードバックでは，描画を通じた筆

者らのBの心の問題への見立てと，担当者の支援活動に

基づく印象や感想を話しあうことで，Bの課題が支援者

間で共有された。このような支援の協働により，Bが問

題を起こした際の対処法やPと家族との関わりが，関係

者らの間で工夫されるようになった。

Ⅴ　質問紙調査の結果
筆者らの支援の評価を知るため質問紙調査を実施した。

実施時期は描画法導入後 1 年を経過した X ＋ 1 年 5 月

末で，対象は査定対象の子どもの担当者とコーディネー

ター（N=12）であった。質問は，選択式質問項目（ 5 件法）

では，訪問頻度，描画テストの方法・回数・時間帯，フィー

ドバックの回数や時間・内容・方法について，記述式質

問項目で，描画テストの実施とフィードバックへの感想

等への回答を，それぞれ求めた。

結果から，訪問頻度，描画テストの方法と回数は一定

の評価を得たと考えられた（図11，図12，図13）。その

一方で，実施の時間帯や時期については，本来の支援

活動を優先し，考慮する必要があったと考えられた（図

14）。フィードバックはある程度の評価を得たと考えら

れたが（図16），個人情報に鑑み，担当者とコーディネ

ーターのみに実施したため，P全体での情報共有や支援

方針を話し合うための時間の拡大等が求められ，今後の

課題としたい（図15，図17）。また，記述式質問項目か

らは表 1 のような回答を得た。

図11　訪問頻度

図13　描画法の回数

図15 フィードバックの回数と時間

図12　描画テストの方法

図14　実施時間・描画時間

図16 フィードバックの内容

図17  フィードバックの方法
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Ⅵ 考察
１．ニューカマーの子どもの心の問題
異文化への移住は多くの喪失を伴う (19)。喪失の対象は

人的及び社会的資源等多岐に及ぶが，子どもの場合，受

動的な移住がほとんどであるため，その喪失体験は成人

のそれよりも深く心に傷を残すことが考えられる (20)。小

論においても，移住によって生じた心の問題が見られ，

それらの要因は，言葉，学力，家族関係，発達心理学的

問題，アイデンティティ等に大別されよう。

言葉と学力の問題では，日本語能力の欠如が学力と学

校での対人コミュニケーションの問題に直結することは

想像に難くない。小論の支援活動でも，日本語と教科学

習の能力は支援者らの間でも大きな課題であった。その

ため，彼らが学校生活で自信を喪失し，本来の能力を発

揮できず，苛立ちや悔しさ，諦め等の感情を日々感じて

いることが想像された。家族関係では，児童Aは，両親

の離婚，母親の渡日といった，幼少期の親との離別とい

う喪失体験に加え，自身の日本への移住により，住みな

れた土地から根をひきぬかれるような悲痛な感覚，根こ

ぎ感 (21)を抱えていることが考えられた。日本での生活

では，母国の生活習慣，言葉，社会規範が通じず，自身

の異文化性を強く感じていたことが考えられる。しかし

ながら，良好な母子関係と本人の真面目で明朗なパーソ

ナリティが，学校適応を助け，大きな問題を起こすこと

なく過ごしてきたことが推測された。一方で，母親との

コミュニケーションの時間的少なさが，精神面での強い

母子一体を生んでいるようにも感じられ，将来への不安

が共依存関係を育んでいることも推測された。児童Bも

同様に，両親とのコミュニケーションが不足しており，

加えて両親の不安定な養育態度が，Bに，自分はどこの

国の人間で，将来どこで暮らしていくのか，という将来

展望と確固たる文化的アイデンティティの持ちづらさを

与えていた。加賀美 (22)は，親の自文化アイデンティテ

ィ喪失の脅威が，子に自文化のアイデンティティ保持を

促す一方，子世代はホスト文化（同輩集団等）への同一

視を重視するため，世代間葛藤が生じる可能性があると

している。小論の 2 事例の場合も，子どもたちは母語よ

りも日本語が優位になりつつあることから，家族との意

思疎通の問題と母語保持を切望する家族員の期待による

心理的な葛藤が懸念された。

小論の子どもたちには，深刻な精神病理や不登校等の

不適応課題は見らなかった。そのため，児童Aの支援で

は，発達心理学的な問題として前思春期にみられる心身

の成長に伴う変化と課題を，本人が徐々に受容していく

ための心の支援を目標とし，実施した。また，児童Bは，

日本での生活は長いものの，文化をまたぐ移住の多さに

より，文化的アイデンティティの揺らぎ，根無し草のよ

うな感覚が，物心ついた頃から心の奥深くに漂っている

ように感じられた。日本人から，日本人と思われた際の

Aの様子や，自分を「アメリカ人だ」と自慢げに言うB

からは，欧米系外国人への羨望を抱く日本人の古く偏っ

た外国人観が，日系南米人として日本で生きる過程で，

彼らに文化的マイノリティとしての自尊感情の傷つきを

与えてきたことが想像された。

昨今のニューカマーの子どもの増加は，日本の学校文

化に質的変化を呼び起こし，結果，文化的マイノリティ

としての彼らへのいじめや，不就学等の心の問題の深刻

化が危惧されている (23)。今後，彼らの支援では，メンタ

ルヘルスへの対応も含めていくべきである。

２．コミュニティ心理学的アプローチの実践
地域支援団体Pの支援者らは，子どもたちの心の問題

を感じながらも，直接的な働きかけができず，もどかし

さや，支援者としての力不足を感じていた。小論で実践

された，心理臨床家と地域支援者による支援の協働は，

地域支援団体に子どもたちの心の問題への気づきを促

し，「心の支援」という新たな支援の方向性を提案したと

考えられる。この過程は，コミュニティ心理学的アプロ

ーチの一形態であるといえ，以下にその過程を検証した

い。

1)アプローチ方法と支援内容
本研究の地域支援団体Pは，ニューカマーの子どもを

はじめとする，異なる文化的背景を持つ子どもたちへの

言語及び学習支援を主眼とし，団体を立ち上げて 4 年以

・　描画で子どもの心の状態や問題を把握することで，

より良い支援ができるようになったと思う。

・　子どもの生活を，こんな感じかな？と漠然と捉えて

いたが，確信を持って見られるようになった。

・　思っていた以上に子どもが自分や周囲のことを冷静

に見ていることを感じた。

・　自分が与える影響を考えて接するようになり，同時

に，自信をもって関わることができるようになった。

・　筆者が普段の活動を通じて子どもたちと接していた

ことで，描画テストを実施することができたと思う。

・　筆者が一方的に描画の説明をするのではなく，一緒

に考え，意見を聞いてくれ，安心感が大きかった。

・　対処がわからない時に親身になって対応してくれ，

「変化」に対するアンテナが個々人にも高まり，ボラ

ンティア間で話し合う内容も具体的になった。

・　P全体で描画について話し合う機会を持ちたい。

・　子どもの心の状態が見えても，自分が何をすべきか，

保護者とどう協力すればいいのかが難しかった。

・　筆者らの立場を支援教室の中で明確にさせる必要も

あるのではないかと思った。

表1 心理査定とフィードバックの感想のまとめ
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上が経過していた。そのため，心理臨床家が心の支援と

いう新たな支援方略を持ってその支援活動へ参入するた

めには，まず，対象となるコミュニティの支援ニーズを

把握することが必要であろう。さらに，地域支援者との

協働による支援形態の構築が可能か否かを見極めねばな

らない。その上で，本研究のように，コミュニティから

依頼があった場合でも，心理臨床家の専門性と心の支援

の有効性を明確に説明する必要があると考える。筆者ら

の実践では，非専門家にも伝わりやすい描画テストとい

う臨床心理学的手法を導入し，それらを共に感じ，考え

る過程を提案した。これにより，支援者らの関心を子ど

もの心の問題に向け，専門家としての考えや見立てを伝

えることで，心理臨床家の専門性を伝えることができた

と考える。筆者らにも，描画を通じて，子どもと担当者，

また，筆者と子どもとの関係性が深くなっていくように

感じられた。また，担当者とこどもの関係性，子どもと

その家族の生活実態も実感できた。さらに，支援者側か

らの情報提供により，子どもに問題があると考えられた

場合，保護者とも情報を共有し，支援方針を話し合うこ

とができ，それにより，支援者間の信頼関係が育まれ，

心の支援の協働が徐々に根付いていったと推測される。

2)方法と「場」
臨床心理学および精神医学の分野で，臨床現場で心理

査定を実施する場合，施行時の「枠」が重要な観点であ

ることは言うまでもない。被験者が心の内を吐露できる

守られた環境と信頼できる見守り手が施行時に必要とさ

れる。本研究のS-HTP法の施行を顧みると，複数の支援

者，子どもたち，臨床心理士が混在する支援教室内で

実施するという，独特の「枠」の存在が指摘できる。

しかしながら，事例の作品群からは，子どもたちが自ら

の心の風景を，制限を感じることなく自由に表現してい

ることがうかがわれる。支援教室という場の機能につい

て，田中 (24)は，外国人の子どもと関わる語学ボランテ

ィアのような支援者との連続性のある関わりは，子ども

に受け入れられているという体験を提供し，安心した中

で喪失体験を抱える自分の気持ちと対峙し，「喪の作業

（mourning）」(25)を通過できると述べている。Pの子ど

もたちは休暇中も休まず支援教室に通ってくる子が多

い。ここから，支援教室が同郷の子どもや他の日本語が

不自由な仲間が集まる，自分たちの異文化性を強く意識

させない場所であり，「喪の作業」が必要な彼らに居場

所を提供していると考えられる。そのため，担当者，も

しくは筆者との関係性の下，小論の作品群が描かれたこ

とは，子ども一人ひとりがその存在を受容され，見守ら

れているという安心感の下，自分を表現できる場として

の支援教室の役割の大きさが示唆されたといえる。

3）コミュニティの特性
本研究の地域支援団体Pの特性として，子どもと支援

者の 1 対 1 での支援形態があげられる。この支援形態は

各支援者に，子どもの心の問題への気づきとラポールの

形成を促す働きがあったと考えられる。つまり，子ども

への臨床的な関わりのための土壌がすでにあったとい

え，そのため，「心の支援」という枠組みがスムーズに

導入されたと考えられる。また，外国人在住者が伝統的

に多いという地域性もPの立ち上げの動機の一要因とし

て働き，子どもたちが，同じ地域住民として支援者たち

に受け入れられていたとも考えられた。

一方，Pの特性を省みると，筆者らのアプローチが他

の地域支援団体においても応用可能か否かは検討する必

要があるいえる。つまり，心理臨床家が地域支援団体に

支援者として参入する際，対象となるフィールドの見立

て，つまり，コミュニティの支援ニーズ，地域支援者ら

の能力と支援へのモチベーション，支援対象者の特性，

地域性等を的確に把握する必要性があげられる。加え

て，心理臨床家が参入手法の限界を心得なければ，支援

組織本来の支援活動を損なうことも考えられる。そのた

め，臨床心理的地域援助では，地域の既存支援組織の体

質を活かした参入方法を探り，協働的支援の枠組みを提

案することが重要であろう。

３．コミュニティ心理学的アプローチの意義と評価
山本 (26)は，心理臨床家が地域での社会的支援組織に

専門家として参加する方法の多様性を論じ，その中で，

ボランティアなどの非専門家と共同して支援活動する際

の考え方として，第一に，支援対象者の環境を整えるこ

とを主眼とした，専門的知識と技術の要請による介入，

第二に，組織のオルガナイザーとして中心的支援者らに

コンサルテーションを行う，協働の治療者としての支援

活動，第三に，社会制度に働きかけ，現存する機関や社

会資源を有効に利用するための現実的な組織アプローチ

の実行，をあげている。

本研究をこれらの視点から検証すると，第一の点では，

筆者らが子どもたちの心の問題への対応に苦慮する地域

支援団体からその専門性を求められ，支援活動に参入し

ている。また，その際，支援団体そのものをアプローチ

の対象と見立て，支援者らに子どもたちへの心の支援の

必要性を促している。これは，第二の点にあたると考え

られる。この成果は，X県内の外国人支援団体の集まり

で，子どもたちの心の問題への取り組みとして広報され

たものの，彼らのより良い生活のために団体をエンパワ

メントし，現行の社会制度に働きかけるまでには及ば

ず，第三の点については，問題提起の段階に留まっている。

本研究を通じて，心理臨床家による地域支援者との協

働的支援活動が，地域支援団体に子どもたちの心の問題

を積極的に意識化させ，定期的に話し合える土壌を作っ

たこと，さらに，支援資源としての臨床心理士の活用を
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根付かせことがうかがえ，緩やかな心の支援の枠組みが

醸成されたといえる。この一連のアプローチは，臨床心

理的地域援助における応用可能な一モデルになりえるも

のであり，意義深いと考える。

結　語
本研究から，ニューカマーをはじめとする異なる文化

的背景をもつ子どもたちにとって，日本語ボランティア

のような地域支援者らが「隣の身近な大人」として，彼

らの心の支援の一端を担う人的資源であることが明らか

になった。そのため，地域支援者が，支援者自身の存在

と関わりの意義を意識した支援が実施できれば，より効

果的な支援が可能となると考える。今後，子どもたちの

支援方略を考えていく上で，地域の既存支援組織とその

体質を活かす支援体制の構築と，その取り組みの中で彼

らの生きる意欲を汲み取り，自助資源を育むための，臨

床心理的地域援助の視点に立った心理臨床家による支援

の必要性を述べたい。
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